
 

Ⅱ 互いの教育理解を深めるための資料の開発に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究の目的 東京都における就学前施設と小学校の接続の現状と課題 

１ 開発した交流活動シートの特徴について 

就学前施設と小学校の交流活動を実施するに当たり、子供の姿を通して保育者と教員が互いの教育理
解を深め、就学前教育と小学校教育の円滑な接続につなげていくためのシートである。 

○ シート１枚で互いの教育を可視化 

就学前施設と小学校が同じシートに記入する形式とし、シート１枚で交流活動の流れや互いの指導
や援助、環境の工夫について可視化できるようにした。どちらかの校種が主導で計画・実施するので
はなく、計画の段階から同じ立場で共に考えていくことができる。 

○ 互いの教育理解を深めるための工夫 

目指す幼児・児童の姿を具体的に示すことで、互いの教育のねらいや目指す幼児・児童の姿、指
導・援助の意図等がイメージしやすくなる。また、交流活動を通して保育者・教員による幼児・児童
への手だてとともに、幼児・児童の姿を振り返りの視点として設定し、互いの教育理解の手掛かりと
することができる。各校種の教育の方法や言葉の相違によるつまずきをなくすために、共通理解しや
すい項目の設定をしている。 

○ 幼児と児童の交流活動の現状・課題に対応する工夫 

これまで、打ち合わせや準備の時間が十分にとれない就学前施設と小学校においても、本シートと
活用例があることで、効率的に話し合うことができるようになっている。また、これまで交流活動の
実施が少なかった園や学校が、交流活動を始めるきっかけとすることが可能である。 

  

 

                                                                    

 

 

                                                                   

 

 

                                                                                                 

                                                                                   

 

 

                                                                                                             

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

２ ステップごとの交流活動シート活用例  

交流活動の取組の段階（ステップ）に応じた活用例を示した。段階的に活用例を示すことで、様々
な地域の実態に応じて活用できるようにした。 

(1) ステップ０・ステップ１における活用例 

年長児と５年生（６月） 

「はじめまして、 

いっしょにあそぼう」 

 

(2) ステップ２における活用例 

年長児と２年生（12 月） 

「おもちゃランドへようこそ！」 

 

(3) ステップ３以上における活用例 

年長児と１年生（10 月） 

「あきとなかよしだいさくせん！」 

 

子供の姿を通した保育者と教員間の教育理解を深めるための資料の開発 

～就学前教育と小学校教育の円滑な接続を図るために～ 

令和５年２月７日 

教 育 庁 指 導 部 

互いの教育理解 

○ 交流の流れや手順、指導方法及び教員間の思いを共有する。 

○ 交流活動の中で、目指す幼児の姿や援助について記載し、振り返ることで、幼児理解・
児童理解を深める。 

○ 更なる交流の充実と促進を図る。 

○ 教員の資質向上、教育の充実化を図る。 

小学校における幼稚園・保育所等との交流について 

● 児童と幼児の交流活動        94.1％  

● 就学前施設との合同研修会・ 

研究会の交流                23.8％  

 （「令和元年度 教育課程編成・実施状況」 東京都教育委員会 令和元年） 

 

・ 東京都では、幼児・児童の交流活動を実施している園・小学校の割合が高い。 
・ 資質・能力をつなぐカリキュラムの編成・実施が十分に行われていない。 
・ 交流活動を実施している園・学校が高い割合を示す一方で、円滑な接続の段階（ステップ）としては、ステップ２ 
までの段階の園・学校が多い。 

・ 交流活動実施について、地域格差がある。 

幼児期の教育と小学校の円滑な接続の段階について 

ステップ０ 連携の予定・計画がまだ無い段階 

ステップ１ 連携・接続に着手したいが、まだ検討中の段階 

ステップ２ 年数回の授業、行事、研究会などの交流がある

が、接続を見通した教育課程の編成・実施はま

だ行われていない段階 

ステップ３ 授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続

を見通した教育課程の編成・実施の段階 

ステップ４ 接続を見通して編成・実施された教育課程につ

いて、実践結果を踏まえ、更によりよいものと

なるよう検討が行われている段階 

「幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開」 文部科学省 令和３年２月 

そこで、就学前教育と小学校教育の互いの教育理解や円滑な接続につながるような、互恵性のある交流とするた
めに、様々なステップで活用できる「交流活動シート」の開発及び交流活動シート作成の手だてとしての説明資料を
作成した。 

 

交流の機会が少ない就学前施設と小学校が交流

する場面を想定しています。場面ごとの保育者・教

員の役割を中心に記入した活用例です。 

交流活動シートを活用して数回交流をしたことを想

定したものです。ステップ２より教員の役割や留意

点を具体的に記載し、「交流の振り返り」の欄で

は、前回の交流からの変容や次回の交流について

つなげたいことを記載した活用例となっています。 

交流活動の中で、保育者・教員の役割を基に、留

意点や環境の構成について具体的に記入した活

用例です。 

交流活動シート作成への願い 

・ 東京都の中でも地域によって交流活動 ・接続への差がある。この交流活動シートの活用が就学前施設 

と小学校との交流のきっかけになったり、効率的に話し合うための手順になったりしてほしい。 

・ 担当する保育者・教員が変わっても、継続的に誰もが取り組めるようにしたい。 

・ 就学前施設と小学校のどちらかが主導するのではなく、互いに教育者として同じ立場で交流について 

考えられるようにしたい。 

スタートカリキュラム編成・実施に向けた研修会・協
議会の実施状況について 

 ● 就学前教育と小学校教育との円滑な接続に向
けた連携の取組 

   ・ スタートカリキュラムの編成    ８６．４％ 

   ・ スタートカリキュラム編成に向けた就学前施
設との合同研修会や協議会   ３８．７％ 

（「令和３年度 教育課程編成・実施状況」 東京都教育委員会 令和３年） 



 

Ⅲ 交流活動シートの活用手順 （例）「はじめまして、いっしょにあそぼう」（年長児と小学５年生） 
 

 

 

 

 

委員名簿 

 

 

 

 

担当 教育庁指導部義務教育指導課 指導主事  吉田 元 

江東区立第三大島幼稚園 園 長 貞方  敦子 

福生市立福生第三小学校 主幹教諭 佐藤  真琴 

中央区立久松小学校 指導教諭 関澤  里織 

品川区立浜川幼稚園 主任教諭 渡辺  理奈 

 

   
 

 
    

① 

 

１ 

世田谷区立給田幼稚園 主任教諭 鵜澤  知子 

荒川区立汐入こども園 主任教諭 井村 果奈枝 

練馬区立田柄第二小学校 主任教諭 上原  妙子 

西東京市立栄小学校 主任教諭 嶋津 絵里生 

 

就学前施設と小学校との交流活動の回数や交流活動の経験に応じた振り返りが行えるように、

振り返る視点や項目を記載している。交流活動が充実している就学前施設と小学校間では、３つ

の資質・能力の視点や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに行うことで、交流活

動の中での幼児・児童の姿からどのような学びが表れていたかを就学前施設と小学校とで共有

することができ、互いの教育理解につながる。 

 

 

 

 

 

Ⅳ 成果 

・  「交流活動シート」の作成 

   就学前施設と小学校との交流活動の中で、幼児・児童の姿を通して互いの教育方法や教育理解
につながるシートを開発することができた。 

・  就学前施設と小学校との接続状況に応じた「交流活動シート」の活用方法の提示 

就学前施設と小学校との接続状況に応じた活用方法を提示し、接続状況に応じて互いの教育
理解が深められる資料を開発することができた。 

３ ４ ４ ５ 

７ 

８ 

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

○健康な心と身体 ○自立心 ○協同性  

○道徳性・規範意識の芽生え ○社会生活との関わり  

○思考力の芽生え ○自然との関わり・生命尊重  

○数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚  

○言葉による伝え合い ○豊かな感性と表現 

資質・能力の３つの視点 

 

知識・技能 思考力・判断力・
表現力等 

学びに向かう力、
人間性等 

６ 

２ 

互いの自己紹
介、日時、場所、学
級の人数を確認し、
実態を伝え合う。 

打合せ時や活動時に

互いの施設を参観し合

う機会を設定するなど

し、環境の構成をはじ

め、互いの教育を知る

機会とする。 

 

ねらい、交流
活動の中で目指
す幼児・児童の姿
を記入する。 

ねらいを共有し、

活動を通して互いの

目指す幼児・児童の

姿を把握できるよう

にする。 

 

交流活動の
流れを記入す
る。 

交流活動の流れ

や、活動内容を検

討し記入する。 

 

 

活動時の中で
目指す幼児・児童
の姿を設定する。 

活動の流れの中で

捉える目指す幼児・

児童の姿から、保育

者・教員の声掛けや

動き、互いの教育観

の理解につながる。 

 

 

保育者・教員の動
きを考え、活動ごとに
T1、 T２を分担する。 

役割分担をすることで、

保育者・教員どちらもが主

体的に活動を進められる。   

留意点には、保育者、教

員の指導・援助について記

入し、指導・援助の意図を

共有することができる。 

 

 

環境の構
成・支援・留意点
の視点で事前準
備をする。 

各園、各校にお

ける環境の構成や

支援などを共有す

ることで、指導の

方法や幼児・児童

理解につながる。 

 

交流の振り
返りを行い、内容
を共有する。 

交流の振り返り

項目を各園、各校

の実態に応じて定

め、幼児や児童の

姿を基に、交流の

経験に応じた振り

返りを実施する。 

 

 

次の交流につなげた
いことを記入する。 

交流活動での振り返りから

次回の活動で大切にしたいこ

とを明確にし、次回の交流活

動に生かすことができる。 

就学前施設と小学校の共通

の資料として残しておくこと

で次年度以降も継続的に交流

準備が行えるようにする。 

 


